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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公開番号】特開2019-66979(P2019-66979A)
【公開日】平成31年4月25日(2019.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2019-016
【出願番号】特願2017-189452(P2017-189452)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  16/00     (2019.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ３４０Ｚ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ２２０Ｚ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ３８０Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月29日(2020.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶部に記憶されたデータを検索対象として検索可能な検索装置であって、
　検索条件に基づいて検索されたデータから共起関係がある複数の単語を共起語グループ
として抽出する抽出手段と、
　前記抽出された共起語グループから、検索に用いる共起語グループの選択を受け付ける
選択受付手段と、
　を備えることを特徴とする検索装置。
【請求項２】
　前記抽出された共起語グループを表示するよう制御する表示制御手段
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の検索装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記検索されたデータを表示する際に、前記共起語グループに含
まれる単語と、前記共起語グループに含まれない単語とを識別可能に表示するよう制御す
ること
　を特徴とする請求項２に記載の検索装置
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記選択受付手段で選択を受け付けた共起語グループの単語を表
示するよう制御すること
　を特徴とする請求項２または３に記載の検索装置。
【請求項５】
　前記共起語グループに含まれる単語と前記検索条件とに基づいて前記記憶部に記憶され
たデータを検索する第１検索方法と、前記共起語グループに含まれる前記単語に基づいて
検索する第２検索方法とを少なくとも含む、検索方法の指定を受け付ける検索方法受付手
段を更に備えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の検索装置。
【請求項６】
　記憶部に記憶されたデータを検索対象として検索可能な検索装置の制御方法であって、
　抽出手段が、検索条件に基づいて検索されたデータから共起関係がある複数の単語を共
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起語グループとして抽出する抽出ステップと、
　選択受付手段が、前記抽出された共起語グループから、検索に用いる共起語グループの
選択を受け付ける選択受付ステップと、
　を備えることを特徴とする検索装置の制御方法。
【請求項７】
　記憶部に記憶されたデータを検索対象として検索可能な検索装置で実行可能なプログラ
ムであって、
　前記検索装置を、
　検索条件に基づいて検索されたデータから共起関係がある複数の単語を共起語グループ
として抽出する抽出手段と、
　前記抽出された共起語グループから、検索に用いる共起語グループの選択を受け付ける
選択受付手段
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項８】
　記憶部に記憶されたデータを検索対象として検索可能な検索装置を含む検索システムで
あって、
　検索条件に基づいて検索されたデータから共起関係がある複数の単語を共起語グループ
として抽出する抽出手段と、
　を備えることを特徴とする検索システム。
【請求項９】
　記憶部に記憶されたデータを検索対象として検索可能な検索装置を含む検索システムの
制御方法であって、
　抽出手段が、検索条件に基づいて検索されたデータから共起関係がある複数の単語を共
起語グループとして抽出する抽出ステップと、
　選択受付手段が、前記抽出された共起語グループから、検索に用いる共起語グループの
選択を受け付ける選択受付ステップと、
　を備えることを特徴とする検索システムの制御方法。
【請求項１０】
　記憶部に記憶されたデータを検索対象として検索可能な検索装置を含む検索システムで
実行可能なプログラムであって、
　前記検索システムを、
　検索条件に基づいて検索されたデータから共起関係がある複数の単語を共起語グループ
として抽出する抽出手段と、
　前記抽出された共起語グループから、検索に用いる共起語グループの選択を受け付ける
選択受付手段
　として機能させることを特徴とするプログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の目的は、検索対象のデータから適切なデータを効率的に取得可能とするシステ
ムを提供することである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１０】
　上記の目的を達成するために、記憶部に記憶されたデータを検索対象として検索可能な
検索装置であって、検索条件に基づいて検索されたデータから共起関係がある複数の単語
を共起語グループとして抽出する抽出手段と、前記抽出された共起語グループから、検索
に用いる共起語グループの選択を受け付ける選択受付手段と、を備えることを特徴とする
。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によれば、検索対象のデータから適切なデータを効率的に取得することができる
。
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